
【表紙】
 

【提出書類】 有価証券報告書の訂正報告書

【根拠条文】 金融商品取引法第24条の２第１項

【提出先】 関東財務局長

【提出日】 平成22年５月21日

【事業年度】 第97期（自　平成21年１月１日　至　平成21年12月31日）

【会社名】 セーラー万年筆株式会社

【英訳名】 The Sailor Pen Co.,Ltd.

【代表者の役職氏名】 代表取締役社長　　中島　義雄

【本店の所在の場所】 東京都江東区毛利二丁目10番18号

【電話番号】 ０３（３８４６）２６５１

【事務連絡者氏名】 取締役管理部長　　比佐　泰

【最寄りの連絡場所】 東京都江東区毛利二丁目10番18号

【電話番号】 ０３（３８４６）２６５１

【事務連絡者氏名】 取締役管理部長　　比佐　泰

【縦覧に供する場所】 セーラー万年筆株式会社天応工場

（広島県呉市天応西条二丁目１番63号）

株式会社東京証券取引所

（東京都中央区日本橋兜町２番１号）

　（注）　天応工場は法定の縦覧場所ではありませんが投資家の便宜のため縦覧に供しております。

EDINET提出書類

セーラー万年筆株式会社(E02365)

訂正有価証券報告書

1/2



１【有価証券報告書の訂正報告書の提出理由】
　平成22年３月30日に提出いたしました第97期（自　平成21年１月１日　至　平成21年12月31日）の有価証券報告書の記載事項

の一部に訂正すべき事項がありましたので、これを訂正するため、有価証券報告書の訂正報告書を提出するものであります。

 

２【訂正事項】
第一部　企業情報

第２　事業の状況

７　財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析

(4）継続企業の前提に関する事項

 

３【訂正箇所】
　訂正箇所は＿＿線で示しております。

 

第一部【企業情報】

第２【事業の状況】

７【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(4）継続企業の前提に関する事項

（訂正前）

　当社グループは、前連結会計年度２億８千４百万円、当連結会計年度４億２千１百万円の営業損失を計上しております。

当該状況により継続企業の前提に重要な疑義が生じさせるような状況が存在しており、当連結会計年度より「継続企業の

前提に関する事項」を記載しております。

 

（訂正後）

　当社グループは、前連結会計年度２億８千４百万円、当連結会計年度４億２千１百万円の営業損失を計上しております。

当該状況により継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような状況が存在しております。

　連結財務諸表提出会社である当社は当該状況を解消し、又は改善すべく積極的な営業活動を展開し、早期の黒字化を目指

して参ります。

　ロボット機器部門におきましては、国内外の企業の設備投資は底を脱しつつあり、前連結会計年度末に２億２千５百万円

であった受注残高は、当連結会計年度末は５億８千５百万円と回復基調にあります。引き続き受注の拡大を図るため、今年

度は上期中に韓国、中国、タイでの展示会への参加を予定しており、新型標準機ＲＺ－Σや注射針自動インサートシステ

ム、食品メーカー工場の自動化ストックシステム等の新製品拡販に注力して参ります。

　文具部門におきましては、新事業であります音声ペン事業室を立ち上げ、平成22年度の売上目標を４億円計画すると共

に、平成21年度に発売し好評いただいている全面光触媒製品「セラピカキレイ」のアイテム数増加によるユーザーニーズ

対応を行う等、新製品の上市と共に既存するアイテムの見直しにより、売上高の拡販を図って参ります。

　このような営業体制の強化を行うため、第97期株主総会において取締役の大幅な変更を提案し、新経営体制のもと業績の

早期回復と企業価値の向上に向けて邁進して参ります。

　しかしながら、これらの対応策の実現可能性と効果は、ロボット機器事業及び文具事業における他社製品との競合、市況

及び需要動向等の影響に負うところがあるため、現時点では継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められます。

　当社といたしましては、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような状況の存在を可能な限り早期に払拭すべく全

社を挙げて経営努力を実行して参ります。
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